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● ● ● △1 △2 △1
☆



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































馬瀬文化二年本 19  8 1 1 2 27  1 31
馬瀬現行本  7 15 7 2 6 1 22 13 38
二味本 18  9  1 1 2 1 27  1 32
明和中根本  3 11 11 2 3 1 3 14  3 34
波形本  3 13  7 1 6 1 5 16  2 36
古典文庫本  4 11 10 1 7 1 3 15  2 37
茶表紙本  3 13  7 2 3 2 4 16  4 34
中尾本  3 13  6 4 3 4 16  3 33
宝暦十年本  2  9 13 1 5 1 4 11  2 35
和泉流密書  1  8 11 1 5 9  9  1 35
狂言口授箋  1 12 11 1 4 1 2 2 13  2 34
狂言大全集  2  9  8 2 5 4 5 2 11  6 37
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































№ 馬瀬文化二年本 二味本 違い






2 毎も 毎年 ①
3 事（ママ） × ②
4 いかふ 殊の外 ①
5 人 者 ①
6 して 致して ①
場面 3
7 申たれとも 申て御座れ共 ③
8 せひ 是非共 ③
9 参れ 持て登れ ①
10 まいる 登る ①
場面 4
11 × イヤ ④
12 通らしまする 通らします ③
13 おりやる 御座る ①
14 あてヽ 当 ③
15 あろふ 有ふか ③
16 登らしまするのふ 登らしまする ③
17 × 扨 ②
18 ものしや 者ておりやる ③
19 見しらぬか 見知らぬ ③
20 × 夫ハ ②
21 捧ケに登ル 持て登る ①
22 事 者 ①
23 致そふ せう ①
場面 5
24 ゆかしませ いさ御座れ ①
25 御先しや × ②
26 ゆかしませ 御座れ ①
27 中〻 能ふ御座らふ ④
28 同心 同心の ③
29 そ（ママ）かしも 某も ③
30 百姓 御百姓 ③
31 佐渡の国は 佐渡ハ ②
場面 6 32 はなれ嶋しや程に 離れ嶋しやニ仍て ①
33 越後と違ふて嘸 × ②
34 何かに 何角 ①
35 所しや 事じヤ ①
36 ハア × ②
37 狐か 狐抔ハ ①
38 × シ「狐か　ア「中 〳 〵 ④
39 ある 居 ①
40 ある 居る ①









43 狐か有か無イか 是を ④
№ 馬瀬文化二年本 二味本 違い
44 せふか せふ ③
（場面 6） 45 かけふぞ 懸よふ ③
46 シ ア ④
47 × 扨 ②
48 誰かよかろふそ 誰ニ成シて貰ふそ ①
49 ア シ ④
50 是ハ 夫こそ ①
51 御奏者を 御奏者に ③
52 たのもふ なして貰ふまいか ①
53 シ ア ④
54 扨〻 扨 ④
55 たしかに たしか ③
56 聞たか 聞ましたか ③
57 しるヽ しれる ③
58 ゆかしませ × ②
場面 7
59 御地頭 これ ①
60 其通しや 是じや ①
場面 8
61 あん内と 案内か ③
62 御座る 御座るか ③
場面 9




65 狐ハ 狐か ③
66 あるまい 無 ①
67 成程 私ハ有と申増□□ ④
68 申せハ 申てハ ③
69 そんして 存し ③
70 × ふと ②
71 掛禄を 掛禄に ③
72 かけたそ 懸た ③
73 事てハ 事で ③
74 是をあけませう 御奏者へ上増る ④
75 事を 物を ①
76 うくる事ハならぬ そちへ ④
77 おさめませう 入ましやふ ①
78 × ムウ 〳 〵 ②
場面 10 79 扨 扨〻 ①
80 夫ハ × ②
81 なんしもいヽかヽつた事しや × ④
82 なんきに 難□をするて ①
83 あろふ 有らふなア ③
84 × すれハ ②
85 狐ハ 狐ヲ ③
86 事も 事か ③
87 見た 見ました ③
88 事ハ 事が ③
89 × そふあらは狐のなりかつかふを教へてやろふ ④
90 狐ハ 狐と云者ハ ①
─ 64 ─
№ 馬瀬文化二年本 二味本 違い
（場面 10）
91 × シ「ハア ②
92 赤いものしや 赤イシ ①
93 × 細ふて ②
94 あつて 有る ③
95 × 有る ②
96 × 有る ②
97 さへ言ハさつとすむ事しや 心得 ④




100 こふ通せ ×　 ②
場面 11
101 いかにも納た × ②
102 出さしませ あれへ上ケさしませ ④
103 御座りまする 御座る ③
104 御年貢を捧まする 毎も捧まする御年貢て御座る ④
場面 13 105 路次より同道致て
道連ニ成まして 色〻
の話しを致しまするに ④
106 佐渡に 佐渡ニハ ③
107 狐ハ 狐か ③
108 申 申増する ③
109 申まする 申増るか ③
110 夫を 是を ①
111 掛禄を 懸禄に ③




114 × 先 ②
115 おこせ あづけい ①
116 × ソ「両国の者　斯の通り　ハア 〳 〵
④
117 扨 扨申 ①
118 ないかちやうて御座りませうな 御座りませぬナア ④
119 佐渡に 佐渡にハ ③
120 狐ハ 狐か ③
121 有ルとも 有 ③
122 ある 居る ①
123 × 事じや ②
124 × 狐ハ ②
場面 14 125 承た 聞た ①
126 いやなふ 〳 〵　「何事しや × ④
127 先 左右あらは ①
128 狐ハそれ シ「狐か　ア「中 〳 〵 ④
129 ア「犬か何とした × ④
130 × ソ「成程犬より小サな者しや ④
№ 馬瀬文化二年本 二味本 違い
（場面 14）
131 × との様な物じや ④








134 × シ「まつ黒な物しや ④




137 ふうさり ふさりふさり ③
138 是ハなんしかしや 汝か勝チじや ④
139 是を × ②
場面 15
140 あの者か あの者の ③
141 申 × ②






144 なり 狐ハ ①
145 犬よりハ 犬より ③









148 × 左右あらバ ②
149 × シ「ヤア　ア「鳴声を云エ ④
150 × 鳴声ハ ②









153 いや爰な者か 是ハ某をなふりおるそうな ④
154 いわぬにおいてハ いはぬ内ハ ①
155 あヽ × ②
156 いやこヽな者か あの横着物 ④
157 皆 × ②
158 おくしおろ おくさしめ ①
159 やい 〳 〵汝か一腰ハやらふ × ④
160 × せめて ②





おくして呉イ 〳 〵 ④
─ 65 ─
べ
る
と
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
が
三
〇
、
二
味
本
が
一
九
と
、
明
ら
か
に
馬
瀬
文
化
二
年
本
の
用
例
数
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、〈
場
面
10
〉
の
奏
者
が
佐
渡
の
百
姓
に
狐
の
特
徴
を
教
え
る
場
面
で
の
詞
章
（
№
89
）、
そ
ふ
あ
ら
は
狐
の
な
り
か
つ
か
ふ
を
教
へ
て
や
ろ
ふ
は
ど
の
諸
本
に
も
あ
る
、
重
要
な
台
詞
で
あ
る
が
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
に
は
な
い
。
ま
た
二
味
本
に
は
、
ト
書
き
の
注
記
が
全
体
で
二
八
箇
所
を
数
え
る
。
例
と
し
て
〈
場
面
2
〉
の
越
後
の
百
姓
の
名
ノ
リ
を
掲
げ
る
と
、
シ
「
越
後
の
国
の
御
百
姓
で
御
座
る
　
　
　
シ
テ
住
ニ
テ
片
ヒ
サ
突
両
手
突
テ
云
と
、
朱
筆
で
役
者
の
立
ち
位
置
や
動
き
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
る
と
、
二
味
本
の
方
が
馬
瀬
文
化
二
年
本
よ
り
も
台
本
と
し
て
整
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
味
本
と
馬
瀬
文
化
二
年
本
の
所
収
曲
の
中
で
、「
佐
渡
狐
」
以
外
重
な
る
も
の
が
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
近
似
性
が
本
曲
に
限
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
味
本
の
他
の
所
収
曲
に
つ
い
て
は
、
馬
瀬
狂
言
資
料
の
調
査
対
象
に
含
め
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。
四　
馬
瀬
現
行
本
の
特
色
最
後
に
、
馬
瀬
現
行
本
の
特
色
に
つ
い
て
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
や
他
本
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
考
察
す
る
。
ま
ず
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
先
述
の
通
り
、
◦
佐
渡
と
越
後
を
「
国
隣
」
と
す
る
◦
年
貢
を
納
め
る
場
所
を
「
地
頭
」
と
す
る
◦
佐
渡
と
越
後
の
百
姓
の
問
答
で
、
狐
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
す
る
三
点
あ
る
。
他
に
も
越
後
の
百
姓
の
名
ノ
リ
で
早
く
も
一
年
が
過
ぎ
た
こ
と
の
感
慨
が
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
●
・
○
印
の
箇
所
が
二
二
と
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
が
他
本
と
共
通
す
る
箇
所
の
約
八
割
の
数
と
な
る
こ
と
か
ら
、
近
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
異
な
る
展
開
の
箇
所
も
あ
り
、
先
述
の
〈
場
面
8
〉
の
年
貢
を
納
め
に
御
館
を
訪
れ
た
佐
渡
の
百
姓
が
奏
者
の
前
を
行
き
過
ぎ
て
、
叱
責
さ
れ
る
と
い
う
場
面
は
、
諸
本
に
は
な
い
。
ま
た
〈
場
面
7
〉
の
御
館
に
到
着
し
た
当
初
、
佐
渡
の
百
姓
が
自
分
の
御
館
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
い
う
問
答
も
狂
言
大
全
集
以
外
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
他
の
百
姓
狂
言
で
演
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
す
で
に
和
泉
流
最
古
本
の
天
理
本
に
認
め
ら
れ
る
。
奏
者
に
叱
責
さ
れ
る
場
面
は
、
の
ち
、
越
前
納
る
、
知
ら
で
奏
者
の
膝
元
へ
行
、
奏
者
、
扇
て
着
す
る
也
（「
餅
酒
」）　
ま
た
御
館
の
場
所
を
わ
ざ
と
誤
る
場
面
は
、
都
に
着
ゐ
て
、
淡
路
と
尾
張
は
、
此
御
館
と
云　
シ
テ
「
我
等
の
は
、
是
で
は
な
ひ
と
云
、
戯
れ
事
、
常
の
御
年
貢
と
同
し
（「
三
人
夫
」）　
こ
う
し
た
百
姓
狂
言
の
形
を
参
考
に
し
た
展
開
と
言
え
よ
う
。
更
に
〈
場
面
11
〉
の
年
貢
を
納
め
に
行
く
越
後
の
百
姓
に
対
し
て
、
佐
渡
の
百
姓
が
年
貢
の
持
ち
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
佐
「
お
ゝ
や
い
や
い
百
姓
の
お
め
た
と
言
ふ
も
の
は
見
苦
し
い
も
の
じ
や
　
　
も
そ
っ
と
上
げ
て
持
っ
て
い
か
れ
い
え
「
此
れ
で
よ
か
ろ
う
か
佐
「
も
そ
っ
と
上
げ
い　
（
略
）
─ 66 ─
え
「
い
や
も
う
手
が
の
び
ぬ
わ
い
や
い
と
越
後
の
百
姓
が
、
佐
渡
の
百
姓
の
言
葉
に
従
い
、
無
理
に
手
を
伸
ば
す
所
作
が
繰
り
返
さ
れ
る
場
面
と
な
る
。
こ
う
し
た
百
姓
の
振
る
ま
い
に
つ
い
て
は
、
三
宅
派
や
大
蔵
流
の
百
姓
狂
言
（「
餅
酒
」「
三
人
夫
」
等
）
が
参
考
に
な
る
。「
餅
酒
」
を
例
に
掲
げ
る
と
三
百
番
集
本
で
は
、
シ
テ
〽
心
得
た
。
百
姓
の
臆お
め
た
は
悪
い
。
の
し
き
つ
て
参
ら
う
。
大
蔵
虎
寛
本
で
は
、
（
ア
ド
）「
此
様
な
所
で
百
姓
の
お
め
た
は
見
苦
し
い
物
じ
や
。
を
め
ず
お
く
せ
ず
つ
ゝ
か
け
て
持
て
お
り
や
れ
。
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
例
と
同
様
の
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
こ
の
「
餅
酒
」
で
は
年
貢
を
納
め
る
時
の
心
持
ち
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
が
、
馬
瀬
現
行
本
で
は
年
貢
を
無
理
に
高
く
掲
げ
る
と
い
う
具
体
的
な
所
作
が
伴
い
、
笑
い
に
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
特
色
あ
る
演
出
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
三
宅
派
や
大
蔵
流
の
台
本
に
共
通
す
る
箇
所
は
他
に
も
認
め
ら
れ
る
。〈
場
面
6
〉
の
④
の
狐
が
い
る
か
ど
う
か
の
百
姓
同
士
の
問
答
で
は
、
現　
え
「
い
や
余
の
も
の
は
い
よ
う
が
狐
に
か
ぎ
っ
て
な
い
は
ず
じ
や
が
　
　
佐
「
狐
は
と
り
わ
け
沢
山
い
る
三　
ア
ド
〽
餘
の
物
は
居
よ
う
が
。
狐
に
限
つ
て
居
ら
ぬ
筈
ぢ
や
。
　
　
シ
テ
〽
取
分
け
澤
山
に
居
る
。
と
あ
る
。
ま
た
〈
場
面
9
〉
の
④
の
賄
賂
を
渡
す
演
出
で
は
、
現　
佐
「（
前
略
）
こ
れ
は
寸
志
の
品
で
ご
ざ
り
ま
す
る
。
ど
う
ぞ
袖
の
下
へ
納
て
下
さ
れ
。
三　
シ
テ
〽
は
あ
。
笑
ふ
。
あ
ゝ
こ
れ
は
近
頃
寸
志
な
が
ら
。
ど
う
ぞ
お
袖
の
下
へ
お
納
め
な
さ
れ
て
下
さ
れ
。
と
、
三
百
番
集
本
の
詞
章
に
近
似
す
る
。
大
蔵
流
で
も
「
と
り
わ
け
狐
が
、
た
く
さ
ん
に
居
る
」
や
「
私
の
寸
志
」（
山
本
東
本
）
と
い
う
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
他
に
も
越
後
の
百
姓
が
狐
の
特
徴
を
聞
く
中
で
、
佐
渡
の
百
姓
が
狐
の
尾
が
な
い
こ
と
を
口
走
る
と
こ
ろ
も
同
様
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
馬
瀬
現
行
本
で
は
、
三
宅
派
の
「
佐
渡
狐
」
や
他
の
百
姓
狂
言
の
詞
章
を
摂
取
し
、
更
に
独
自
の
演
出
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
改
変
が
い
つ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
の
か
、
馬
瀬
に
伝
わ
る
「
佐
渡
狐
」
の
台
本
が
他
に
な
い
た
め
、
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
し
か
し
〈
場
面
7
〉〈
場
面
8
〉〈
場
面
11
〉
は
、
他
の
百
姓
狂
言
に
認
め
ら
れ
る
。
現
行
の
『
馬
瀬
狂
言
集
』
の
「
昆
布
柿
」
で
は
御
館
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
、
丹
「
某
し
の
は
ず
っ
と
奥
で
お
り
や
る
」
あ
「
其
の
様
な
事
と
し
っ
た
な
れ
ば
道
で
御
茶
な
り
と
も
申
さ
う
も
の
を
」
丹
「
先
づ
そ
れ
迄
は
さ
ら
ば
」
あ
「
さ
ら
ば
」
二
人
「
さ
ら
ば
さ
ら
ば
さ
ら
ば
」
丹
「
と
は
言
ひ
た
い
も
の
の
某
し
の
上
る
御
館
も
こ
れ
で
お
い
や
る
」
あ
「
さ
て
さ
て
此
方
は
ざ
れ
事
を
は
た
さ
ぬ
人
ぢ
ゃ
」
と
、「
佐
渡
狐
」
と
共
通
す
る
問
答
が
あ
る
。
ま
た
〈
場
面
8
〉〈
場
面
11
〉
の
箇
所
に
つ
い
て
も
「
佐
渡
狐
」
と
共
通
す
る
詞
章
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
現
行
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の
百
姓
狂
言
で
共
通
す
る
場
面
の
詞
章
を
統
一
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
検
証
に
は
、
各
曲
に
わ
た
る
類
型
的
な
演
技
の
伝
承
に
つ
い
て
の
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
三
宅
派
の
詞
章
が
馬
瀬
現
行
本
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
報
告
し
た
通
り11
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
の
「
飛
越
」
の
前
半
が
三
百
番
集
本
の
詞
章
に
通
じ
る
こ
と
、
ま
た
「
今
神
明
」
の
終
曲
部
に
三
百
番
集
本
の
演
出
と
重
な
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
に
も
三
宅
派
の
詞
章
と
関
わ
る
事
例
が
一
部
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
脇
派
系
統
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
三
宅
派
の
詞
章
の
摂
取
が
ど
の
よ
う
な
曲
、
資
料
に
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
馬
瀬
狂
言
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
佐
渡
狐
」
に
つ
い
て
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
と
馬
瀬
現
行
本
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
。
馬
瀬
文
化
二
年
本
の
詞
章
は
、
文
化
二
年
と
い
う
年
記
の
通
り
、
一
九
世
紀
初
頭
前
後
の
山
脇
派
系
統
の
も
の
で
、
比
較
的
簡
潔
な
展
開
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
比
較
し
た
諸
本
の
中
で
は
、
二
味
本
に
近
似
し
た
詞
章
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
二
味
本
は
、
こ
れ
ま
で
充
分
に
調
査
さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
り
、
今
後
主
要
伝
本
と
の
比
較
調
査
を
行
い
、
馬
瀬
狂
言
と
の
関
係
や
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
追
究
し
た
い
。
ま
た
馬
瀬
現
行
本
で
は
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
の
詞
章
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
他
の
百
姓
狂
言
の
演
出
を
取
り
込
む
等
の
改
変
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
馬
瀬
狂
言
の
詞
章
に
お
い
て
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
簡
潔
化
・
省
略
化
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
そ
の
傾
向
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
新
た
に
演
技
を
追
加
し
た
と
こ
ろ
が
複
数
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
改
変
は
、
他
の
百
姓
狂
言
に
倣
っ
た
も
の
で
、
支
障
な
く
演
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
改
変
が
行
わ
れ
た
理
由
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
も
う
一
つ
改
変
さ
れ
た
も
の
と
し
て
着
目
し
た
い
の
が
終
曲
の
「
ぐ
う
ぐ
う
」
と
い
う
鳴
き
声
で
あ
る
。
山
脇
派
の
「
ち
ゝ
く
わ
い
」
と
い
う
鳴
き
声
か
ら
の
変
更
で
、
諸
本
を
見
て
も
そ
の
鳴
き
声
を
演
じ
る
台
本
は
限
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
形
を
あ
え
て
選
ん
だ
の
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
も
の
に
少
し
変
化
を
つ
け
、
独
自
色
を
加
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
馬
瀬
狂
言
資
料
の
中
に
も
独
自
の
演
出
や
詞
章
が
認
め
ら
れ
た
が
、
本
曲
に
お
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
を
認
め
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。「
佐
渡
狐
」
は
、
弘
化
三
年
以
降
も
、
定
期
的
に
上
演
さ
れ
て
い
た
。
馬
瀬
で
上
演
さ
れ
た
百
姓
狂
言
は
、「
餅
酒
」（
五
回
）、「
昆
布
柿
」（
二
回
）、「
三
人
長
者
」（
一
回
）
と
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
そ
の
中
で
一
〇
回
の
上
演
、
更
に
現
行
曲
で
も
あ
る
「
佐
渡
狐
」
は
人
気
の
あ
る
一
曲
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
上
演
を
重
ね
る
中
で
改
変
さ
れ
、
現
行
の
形
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。「
佐
渡
狐
」
は
馬
瀬
狂
言
の
変
遷
と
姿
勢
が
う
か
が
え
る
一
曲
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
注
1　
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
10
）
―
「
鴈
礫
」
に
つ
い
て
―
」（『
学
苑
』
929　
二
〇
一
八
・
三
）、「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
11
）
―
「
今
神
明
」
に
つ
い
て
―
」（『
学
苑
』
939　
二
〇
一
九
・
一
）、「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
12
）
―
「
木
実
論
」
に
つ
い
て
―
」（『
学
苑
』
951　
二
〇
二
〇
・
一
）
2　
馬
瀬
狂
言
保
存
会
で
の
所
蔵
番
号
。
こ
の
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
2
）
―
台
本
に
見
え
る
上
演
記
録
・
曲
名
索
引
―
」（『
学
苑
』
703　
一
九
九
八
・
一
一
）
で
報
告
し
た
。
こ
の
中
で
、
本
書
を
『
泉
流
秘
書
数
番
』
と
紹
介
し
た
が
、
そ
の
後
、
馬
瀬
狂
言
保
存
会
で
付
さ
れ
た
書
名
が
『
玉
泉
流
秘
書
』
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
倣
い
書
名
を
改
め
た
。
3　
養
草
寺
は
、
現
在
も
伊
勢
市
宮
後
に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
で
、
他
に
も
こ
の
地
で
追
善
狂
言
─ 68 ─
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
『
狂
言
番
組
扣
』
に
認
め
ら
れ
る
。
4　
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
1
）
―
「
狂
言
番
組
扣
」
を
中
心
に
―
」（『
学
苑
』
696　
一
九
九
八
・
三
）、
お
よ
び
注
2
の
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
2
）
―
台
本
に
見
え
る
上
演
記
録
・
曲
名
索
引
―
」
参
照
。
5　
現
在
の
台
本
を
主
に
、『
馬
瀬
狂
言
集
』
と
平
成
一
二
年
の
馬
瀬
町
秋
祭
り
の
映
像
を
参
考
に
し
た
。
6　
橋
本
朝
生
著
『
狂
言
の
形
成
と
展
開
』（
み
づ
き
書
房
・
一
九
九
六
）、
田
口
和
夫
著
『
能
・
狂
言
研
究
―
中
世
文
芸
論
考
―
』「
古
典
の
窓
〈
佐
渡
孤
〉
の
袖
の
下
」（
三
弥
井
書
店
・
一
九
九
七
）、
同
「
研
究
十
二
月
往
来
〈
三
五
九
〉〈
佐
渡
狐
〉
の
袖
の
下
、
再
論
」（『
銕
仙
』
677　
二
〇
一
八
・
一
）、
永
井
猛
著
「
佐
渡
狐
」（『
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学　
第
十
巻　
劇
文
学
』
所
収
・
明
治
書
院
・
一
九
八
三
）
7　
橋
本
朝
生
著
『
続
狂
言
の
形
成
と
展
開
』（
瑞
木
書
房
・
二
〇
一
二
）
所
収
。
　
　
次
項
の
調
査
対
象
に
付
し
た
〈　
　
〉
の
番
号
は
、
橋
本
氏
の
ご
論
考
で
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
8　
資
料
と
し
て
使
用
し
た
台
本
と
台
本
に
関
す
る
参
考
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
な
お
、
原
文
を
引
用
す
る
場
合
は
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
原
文
に
付
さ
れ
て
い
る
振
り
仮
名
、
傍
注
等
は
省
略
し
た
。
な
お
、
各
諸
本
を
提
示
す
る
際
に
は
略
称
（
傍
線
部
）
を
用
い
た
。
　
　
天
理
本　
『
狂
言
六
義
』（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
二
四
・
天
理
大
学
出
版
部
・
一
九
七
五
）、
『
天
理
本
狂
言
六
義
下
』（
北
川
忠
彦
他
校
注
・
三
弥
井
書
店
・
一
九
九
五
）、『
狂
言
六
義
全
注
』（
北
原
保
雄
、
小
林
賢
次
著
・
勉
誠
社
・
一
九
九
一
）
　
　
明
和
中
根
本　
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
　
　
波
形
本　
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
の
紙
焼
写
真
に
て
確
認
　
　
古
典
文
庫
本　
『
和
泉
流
狂
言
集　
第
二
冊
』（
古
典
文
庫
・
一
九
五
三
）
　
　
茶
表
紙
本　
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
『
狂
言
本
茶
表
紙
六
儀
』
　
　
宝
暦
十
年
筆
和
泉
流
本　
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
『
和
泉
流
傳
狂
言
六
義
』
　
　
中
尾
他
三
郎
筆
本　
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
『
仮
綴
本
和
泉
流
狂
言
本
』
　
　
二
味
英
文
筆
和
泉
流
本　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
狂
言
』
　
　
狂
言
口
授
箋　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
狂
言
口
授
箋
』
　
　
狂
言
大
全
集　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
祖
家
秘
書
狂
言
大
全
集
』
　
　
和
泉
流
密
書　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
和
泉
流
密
書
』
　
　
狂
言
三
百
番
集　
『
狂
言
三
百
番
集　
上
』（
野
々
村
戒
三
、
安
藤
常
次
郎
共
編
・
能
楽
書
林
・
一
九
四
二
）
　
　
大
蔵
虎
寛
本　
岩
波
文
庫
『
能
狂
言　
上
』（
笹
野
堅
校
訂
・
岩
波
書
店
・
一
九
四
二
）
　
　
『
狂
言
記
拾
遺
』　
『
狂
言
記
拾
遺
の
研
究
』（
北
原
保
雄
、
吉
見
孝
夫
著
・
勉
誠
社
・
一
九
八
七
）、
『
狂
言
記
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
橋
本
朝
生
、
土
井
洋
一
校
注
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
六
）
9　
注
1
の
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
12
）
―
「
木
実
論
」
に
つ
い
て
―
」
参
照
。
10　
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
5
）
―
『
狂
言
記
』
系
の
台
本
」（『
学
苑
』
833　
二
〇
一
〇
・
三
）
11　
注
1
の
拙
稿
「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
10
）
―
「
鴈
礫
」
に
つ
い
て
―
」、「
馬
瀬
狂
言
資
料
の
紹
介
（
11
）
―
「
今
神
明
」
に
つ
い
て
―
」
参
照
。
【
翻
刻
】
〈
凡
例
〉
一
、
こ
の
本
文
は
、
馬
瀬
文
化
二
年
本
（
中
屋
豊
和
氏
蔵
（
所
蔵
番
号　
中
屋
豊
和
七
ノ
三
）
の
「
佐
渡
狐
」
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
（
当
て
字
・
反
復
記
号
「
ヽ
」「
ゝ
」「
〻
」「
〳
〵
」
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
）。
ま
た
見
せ
消
ち
の
箇
所
は
、
補
筆
訂
正
さ
れ
た
語
句
を
採
用
し
た
。
一
、
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
通
り
と
し
た
。
清
濁
、
振
り
仮
名
も
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
、
セ
リ
フ
の
初
め
の
の
記
号
は
「
に
統
一
し
た
。
役
名
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
適
宜
（　
）
で
補
っ
た
。
一
、
底
本
に
お
け
る
誤
脱
と
判
断
さ
れ
る
不
審
箇
所
に
は
「
マ
マ
」
を
付
し
た
。
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佐
渡
狐
（
ア
）「1
越
後
国
の
御
百
姓
て
御
座
る
。
毎2
も
上
頭
へ
御
年
貢
を
捧
ル
。
当
年
も
持
て
登
ふ
と
そ
ん
す
る
。
誠
に
去
年
持
て
登
つ
た
を
近
イ
事
の
様
に
存
た
か
、
は
や
一
と
せ
に
な
っ
た
事
事3
し
や
。
イ
ヤ
是
ま
て
き
た
れ
ハ
、
い4
か
ふ
く
た
ひ
れ
た
。
是
に
や
す
ろ
ふ
て
似
合
し
い
人5
も
通
ら
は
、
詞
を
か
け
同
道
し6
て
参
ふ
と
存
る
。　
（
シ
）「
佐
渡
国
の
御
百
姓
て
御
座
る
。
い
つ
も
上
頭
へ
御
年
貢
を
捧
る
。
当
年
も
も
つ
て
登
ふ
と
存
る
。
誠
に
当
年
ハ
よ
の
者
に
も
つ
て
の
ほ
れ
と
申7
た
れ
と
も
、
せ8
ひ
そ
れ
か
し
に
参9
れ
と
申
に
よ
つ
て
、
夫
故
ま10
い
る
事
て
御
座
る
。　
（
ア
）
「
い
や
あ
れ
へ
一
段
の
者
か
通
。
詞
を
か
け
ふ
。
な11
ふ
〳
〵
。　
（
シ
）「
此
方
の
事
て
御
座
る
か
。　
（
ア
）「
い
か
に
も
そ
な
た
の
事
し
や
。
と
れ
か
ら
と
れ
へ
通12
ら
し
ま
す
る
。　
（
シ
）「
某
ハ
用
を
前
に
あ
て
ヽ
、
あ
と
か
ら
先
へ
行
者
て
お13
り
や
る
。　
（
ア
）「
誰
あ
つ
て
用
を
う
し
ろ
に
あ14
て
ヽ
、
先
か
ら
跡
へ
ゆ
く
者
か
あ15
ろ
ふ
。
つ
ヽ
ま
す
と
も
い
わ
し
ま
せ
。　
（
シ
）「
先
そ
な
た
わ
。　
（
ア
）
「
某
ハ
越
後
の
国
の
御
百
姓
し
や
。
毎
年
上
頭
へ
御
年
貢
を
捧
ル
。
当
年
も
持
て
の
ほ
る
事
て
お
り
や
る
。　
（
シ
）「
そ
れ
ハ
大
義
に
よ
ふ
登16
ら
し
ま
す
る
の
ふ
。　
（
ア
）「17
そ
な
た
わ
と
こ
の
人
し
や
。　
（
シ
）「
そ
れ
か
し
ハ
そ
な
た
の
隣
の
も18
の
し
や
。　
（
ア
）「
隣
て
ハ
見19
し
ら
ぬ
か
た
れ
て
お
り
や
る
。　
「
佐
渡
の
」
38
ウ　
国
の
御
百
姓
し
や
。　
（
ア
）「
ム
ウ
ヽ
国
隣
と
ゆ
ふ
事
か
。　
（
シ
）
「
中
〻
。　
（
ア
）「20
何
ゆ
へ
登
ら
し
ま
す
る
。　
（
シ
）「
某
も
御
年
貢
を
捧21
ケ
に
登
ル
事22
て
お
り
や
る
。　
（
ア
）「
夫
ハ
一
段
し
や
。
同
道
致23
そ
ふ
。　
（
シ
）「
某
も
独
り
て
さ
ひ
し
か
つ
た
。
い
か
に
も
御
同
道
申
さ
ふ
。　
（
ア
）「
左
右
あ
ら
は
ゆ24
か
し
ま
せ
。　
（
シ
）「
何
か
さ
て
御25
先
し
や
。
ま
つ
ゆ26
か
し
ま
せ
。　
「
そ
れ
か
し
か
ら
ま
い
ろ
ふ
か
。　
（
シ
）「
中27
〻
。　
（
ア
）「
さ
あ
〳
〵
来
さ
し
ま
せ
。　
（
シ
）「
心
得
た
。　
（
ア
）「
風
与
詞
を
か
け
た
に
早
速
同28
心
め
さ
れ
て
、
此
様
な
嬉
し
い
事
ハ
な
い
。　
（
シ
）「
世
に
ハ
似
合
ぬ
連
も
あ
る
に
、
牛
ハ
牛
つ
れ
、
馬
ハ
馬
つ
れ
と
や
ら
申
て
、
そ
な
た
も
御
百
姓
、29
そママ
か
し
も
百30
姓
、
此
様
な
似
合
た
連
ハ
御
座
る
ま
い
。　
（
ア
）「
扨
佐31
渡
の
国
ハ
は32
な
れ
嶋
し
や
程
に
、
越33
後
と
違
ふ
て
嘸
何34
か
に
不
自
由
に
あ
ろ
ふ
な
ふ
。　
シ
「
い
や
〳
〵
何
も
不
自
由
な
事
ハ
な
い
。
殊
の
外
自
由
な
所35
し
や
。　
ア
「
ハ36
ア
、
た
し
か
に
佐
渡
に
ハ
狐37
か
な
い
と
聞
た
か
。38
　
シ
「
あ39
る
と
も
〳
〵
は
ら
〳
〵
と
す
る
程
あ40
る
。41　
ア42
「
か
て
ん
の
ゆ
か
ぬ
事
し
や
。
た
し
か
に
狐
ハ
な
い
と
聞
た
か
。
す
れ
ば
狐
を
そ
な
た
ハ
見
た
事
か
あ
ろ
ふ
。　
シ
「
い
か
に
も
度
〻
見
た
事
し
や
。　
ア
「
左
右
あ
ら
ば
狐43
か
有
か
無
イ
か
、
か
け
ろ
く
に
せ44
ふ
か
。　
シ
「
夫
ハ
何
を
か45
け
ふ
ぞ
。　
ア
「
銘
〻
の
一
腰
を
か
け
ふ
。　
シ
「
是
ハ
一
段
と
よ
か
ろ
ふ
。46　
此47
は
ん
た
ん
ハ
誰48
か
よ
か
ろ
ふ
そ
。　
ア49
「
是50
ハ
御
地
頭
へ
往
て
、
御51
奏
者
を
た52
の
も
ふ
。　
シ53
「
一
段
と
よ
か
ろ
ふ
。　
ア
「
さ
あ
〳
〵
来
さ
し
ま
せ
。　
シ
「
心
得
た
。　
ア
「
扨54
〻
そ
な
た
ハ
物
を
か
た
い
ち
に
云
ふ
」
39
オ　
人
し
や
。
た55
し
か
に
佐
渡
に
ハ
狐
ハ
な
い
と
聞56
た
か
。　
シ
「
あ
る
か
な
い
か
ハ
御
地
頭
へ
往
ハ
、
し57
る
ヽ
事
し
や
。
ゆ58
か
し
ま
せ
。　
ア
「
イ
ヤ
何
か
と
ゆ
ふ
内
に
御59
地
頭
し
や
。　
シ
「
誠
に
其60
通
し
や
。
扨
そ
な
た
ハ
時
の
御
奏
者
か
、
引
合
か
有
か
。　
ア
「
某
ハ
時
の
御
奏
者
し
や
。　
シ
「
某
ハ
引
合
か
有
ル
。
某
か
ら
納
ふ
。　
（
ア
）「
一
段
と
よ
か
ろ
ふ
。　
（
シ
）「
物
申
、
案
内
申
。　
ソ
「
表
に
あ61
ん
内
と
有
。
あ
ん
内
と
ハ
何
者
し
や
。　
（
ア
）
「
佐
渡
の
国
の
御
百
姓
て
御62
座
る
。
例
年
の
通
、
御
年
貢
を
捧
け
ま
す
る
。　
（
ソ
）「
御
蔵
の
前
へ
お
さ
め
ま
せ
い
。　
（
シ
）「
畏
て
御
座
る
。
扨
御
奏
者
ゑ
御
願
か
御
座
り
ま
す
る
。　
（
ソ
）「63
何
事
し
や
。　
シ
「
越
後
の
国
の
御
百
姓
と
風64
与
同
道
致
て
路
次
て
申
ハ
、
佐
渡
に
ハ
狐65
ハ
あ66
る
ま
い
と
申
ス
。
成67
程
御
座
ら
ね
と
も
、
な
い
と
申68
せ
ハ
国
の
名
お
れ
し
や
と
そ69
ん
し
て
、70
有
ル
と
申
ま
し
た
。
夫
を
云
あ
か
つ
て
掛71
禄
を
い
た
し
ま
し
た
。　
（
ソ
）「
夫
ハ
何
を
か72
け
た
そ
。　
（
シ
）
「
銘
〻
の
一
腰
を
か
け
ま
し
た
。
何
と
そ
あ
る
と
仰
ら
れ
て
下
さ
れ
よ
う
成
は
、
有
か
と
ふ
存
ま
す
る
。
是
ハ
麁
末
の
事73
て
ハ
御
座
れ
と
も
、
是74
を
あ
け
ま
せ
う
。　
（
ソ
）「
い
や
爰
な
者
か
、
此
様
な
事75
を
う76
く
る
事
ハ
な
ら
ぬ
。
持
て
ゆ
け
。　
（
シ
）「
い
や
〳
〵
く
る
し
う
御
座
り
ま
せ
ぬ
。
そ
う
あ
ら
は
御
ふ
と
こ
ろ
へ
お77
さ
め
ま
せ
う
」
39
ウ　
（
ソ
）「78
扨79
夫80
ハ
な81
ん
し
も
い
ヽ
か
ヽ
つ
た
事
し
や
。
な82
ん
き
に
あ83
ろ
ふ
。　
（
シ
）「
左
様
て
御
座
る
。　
（
ソ
）「84
汝
ハ
狐85
ハ
見
た
事86
も
有
ま
い
。　
（
シ
）「
つ
い
に
見87
た
事88
ハ
御
座
り
ま
せ
ぬ
。　
（
ソ
）「89
先
狐90
ハ
犬
よ
り
ハ
小
サ
イ
も
の
し
や
。91
色
ハ
狐
色
と
言
て
黄
に
赤92
い
も
の
し
や
。
つ
ら
ハ93と
か
つ
て
あ94
つ
て
、
目
ハ
立
に
つ
い
て
、95
口
ハ
耳
せ
ヽ
ま
て
切
レ
て
、96
尾
ハ
ふ
つ
さ
り
と
し
た
も
の
し
や
。
そ
を
さ97
へ
言
ハ
さ
つ
と
す
む
事
し
や
。　
（
シ
）「
い98
か
に
も
心
得
ま
し
た
。　
（
ソ
）「
越
後
の
御99
百
姓
も
一
所
に
申
あ
け
ふ
。
こ100
ふ
通
せ
。　
（
シ
）「
畏
て
御
座
る
。　
（
ア
）「
何
と
納
さ
し
ま
し
た
か
。　
（
シ
）「
い101
か
に
も
納
た
。
一
所
に
申
あ
け
ふ
と
仰
ら
る
ヽ
。
出102
さ
し
ま
せ
。　
（
ア
）「
心
得
た
。
越
後
国
の
御
百
姓
て
御103
座
り
─ 70 ─
ま
す
る
。
御104
年
貢
を
捧
ま
す
る
。　
（
ソ
）「
御
蔵
の
前
へ
納
ま
せ
い
。　
（
ア
）「
畏
て
御
座
る
。
扨
、
御
奏
者
へ
御
願
か
御
座
り
ま
す
る
。　
（
ソ
）「
何
事
し
や
。　
（
ア
）「
佐
渡
の
国
の
御
百
姓
と
路105
次
よ
り
同
道
致
て
、
佐106
渡
に
狐107
ハ
な
い
と
申108
、
あ
の
者
ハ
あ
る
と
申109
ま
す
る
。
夫110
を
言
い
上
つ
て
掛111
禄
を
い
た
し
ま
し
た
。　
（
ソ
）「
夫
ハ
何
を
か112
け
た
そ
。　
（
ア
）「
銘
〻
の
一
腰
を
か
け
ま
し
た
。
何
と
そ
此
は
ん
た
ん
を
な113
し
て
下
さ
れ
れ
う
な
ら
は
、
あ
り
か
と
ふ
存
し
ま
す
る
。　
（
ソ
）「
い
か
に
も
心
得
た
。114
其
一
腰
を
是
へ
お115
こ
せ
。　
（
ア
）「
畏
て
御
座
る
。
さ
ア
〳
〵
上
ケ
さ
し
ま
せ
。　
（
シ
）「
心
得
た
。116　
ア
「
扨117
、
佐
渡
に
ハ
狐
ハ
な118
い
か
ち
や
う
て
御
座
り
ま
せ
う
な
。　
（
ソ
）「
い
か
に
も
な
い
。　
（
シ
）「
い
や
〳
〵
佐119
渡
に
狐120
ハ
御
座
り
ま
す
る
。
夫
、
御
座
り
ま
す
る
。　
（
ソ
）「
ヲ
ヽ
有121
ル
と
も
〳
〵
は
ら
〳
〵
」
40
オ　
す
る
程
あ122
る
。　
（
ア
）「123
ハ
ア
慥
に124な
い
と
承125
た
か
、
い126
や
な
ふ
〳
〵
。　
（
シ
）「
何
事
し
や
。　
（
ア
）「
先127
狐
の
形
リ
か
つ
か
う
を
問
ふ
。
先
、
狐
ハ
と
の
よ
う
な
も
の
し
や
。　
シ
「
狐128
ハ
そ
れ
。　
ソ
「
犬
〻
。　
シ
「
犬
〻
。　
ア129
「
犬
か
何
と
し
た
。　
ソ
「
小
サ
イ
〳
〵
。　
シ
「
犬
よ
り
ハ
小
サ
イ
も
の
し
や
。130　
ア
「
つ
ら
ハ
。131　
シ
「
つ
ら
か
。　
ア
「
中
〻
。　
シ
「
つ
ら
ハ
。　
ア
「
何
の
よ
う
な
も
の
し
や
。　
ソ132
「
と
ヽ
。　
シ
「
と
ヽ
。　
ア
「
と
の
様
な
もママ
じ
や
。　
シ
「
と
か
つ
て
あ
る
。　
ソ
「
い
か
に
も
と
か
つ
て
有
ル
〳
〵
。　
ア
「
目
ハ
。　
シ
「
め
か
。　
ア
「
中
〻
。　
ソ
「
立
に
〳
〵
。　
シ
「
た
つ
に
つ
い
て
あ
る
。133　
ア
「
い
ろ
ハ
。　
シ
「
色
か
。　
ア
「
中
〻
。134　
ソ
「
狐
色
〳
〵
。　
シ
「
狐
色
と
ゆ
ふ
て
黄
に
赤
い
。135　
ア
「
尾
ハ
。　
シ
「
を
か
。　
ア
「
中
〻
。　
ソ
「
ふ
う
。　
シ
「
ふ
う
。　
ア136
「
尾
ハ
と
の
様
な
も
の
し
や
。　
シ
「
ふ137
う
さ
り
と
し
た
物
し
や
。　
ア
「
な
る
ほ
と
ふ
う
さ
り
と
し
た
物
し
や
。
扨
〻
汝
ハ
よ
ふ
知
て
居
る
。
是138
ハ
な
ん
し
か
し
や
。
是139
を
持
て
ゆ
け
。　
シ
「
有
難
ふ
存
ま
す
る
。
ま
ふ
こ
ふ
参
り
ま
す
る
。　
ソ
「
ゆ
く
か
。　
シ
「
ハ
ア
。　
ソ
「
よ
ふ
き
た
。　
シ
「
ハ
ア
。　
ア
「
さ
て
〳
〵
か
て
ん
の
ゆ
か
ぬ
。
あ140
の
者
か
申141
事
を
御142
奏
者マ
マひ
つ
と
つ
て
仰
ら
る
ゝ
。
い
や
な
ふ
〳
〵
。　
シ
「
何
事
し
や
。　
ア
「
今
一
度
狐
の
な
り
を
問
ふ
。　
シ143
「
今
の
て
知
れ
て
有
る
。　
ア
「
い
や
〳
〵
ぜ
ひ
と
も
と
わ
ふ
。
先
な144
り
ハ
と
の
様
な
も
の
し
や
。　
シ
「
犬145
よ
り
ハ
小
サ
イ
も
の
し
や
。146
知
れ
た
事
を
問
人
し
や
。　
ア147
「
目
ハ
。　
シ
「
目
ハ
た
つ
に
つ
い
て
あ
る
。　
ア
「
色
ハ
。　
シ
「
色
ハ
き
つ
ね
色
と
ゆ
ふ
て
、
黄
に
赤
い
も
の
し
や
。
知
れ
た
事
を
問
人
し
や
。　
ア
「148
な
く
こ
ゑ
ハ
。」
40
ウ　
シ
「
な
く
こ
へ
か
。149　
ア
「
中
〻
150。
151
　
（
シ
）「
犬
よ
り
ハ
ち
い
そ
ふ
な
く
。　
（
ア
）「
そ
れ
は
形
リ
し
や
。
な
く
こ
ゑ
を
い
へ
。　
（
シ
）「
と152
か
つ
て
な
く
。　
ア
「
い153
や
爰
な
者
か
。
是
を
い154
わ
ぬ
に
お
い
て
ハ
、
と
ち
へ
も
や
ら
ぬ
そ
。　
シ
「
何
し
や
。
と
ち
へ
も
や
ら
ぬ
。　
ア
「
中
〻
。　
シ
「
あ155
ヽ
今
思
ひ
出
し
た
。　
ア
「
何
と
し
や
。　
シ
「
ち
ウ
ツ
ラゝ
く
わ
い
と
な
く
。　
（
ア
）「
い156
や
こ
ヽ
な
者
か
。
こ
ち
へ
皆157
お158
く
し
お
ろ
。　
（
シ
）「
や159
い
〳
〵
汝
か
一
腰
ハ
や
ら
ふ
。160
某161
か
ハ
も
と
し
て
く
れ
い
。　
（
ア
）「
な
ら
ぬ
そ
〳
〵
。　
（
シ
）
「
や162
い
〳
〵
と
ふ
そ
も
と
し
て
く
れ
い
〳
〵
。「
な
ら
ぬ
そ
〳
〵
。
　
作
り
物
包
銭
弐
つ　
百
姓
物
之
通
」
41
オ
〈
付
記
〉
　
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
の
ご
許
可
、
並
び
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
馬
瀬
狂
言
保
存
会
会
長
河
原
良
治
氏
を
は
じ
め
、
会
員
の
方
々
に
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
資
料
調
査
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
や
ま
も
と　
あ
き
こ　
　
日
本
語
日
本
文
学
科
）
